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「
樗
牛
に
目
を
さ
ま
し
て
」
、
樗
牛
を
精
神
上
の
思
師
と
感
じ
な
が
ら
、

二
十
人
才
の
短
い
生
涯
を
近
代
個
我
の
解
放
の
た
め
に
燃
や
し
つ

く
し
た
の
が
石
川
啄
木
で
あ
っ
た
。
彼
の
短
歌
は
余
り
に
も
わ
れ
わ
れ
に
親
し
く
、
そ
の
た
め
に
彼
は
多
感
な
青
年
詩
人
と
し
て
の
み
扱
わ
れ

易
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
文
学
的
活
動
の
大
半
は
、
彼
の
日
記
・
書
簡
・
評
論
ぞ
通
し
て
見
る
時
、
却
っ
て
明
治
中
期
以
後
の
思
想
史
上
の
、
最

も
果
敢
な
且
つ
痛
ま
し
い
存
在
に
相
違
な
い
。
彼
の
貧
苦
と
の
闘
い
の
一
生
は
、
同
時
に
文
学
上
・
思
想
上
の
闘
い
の
連
続
で
も
あ
っ
た
。
文

学
者
・
新
聞
記
者
・
小
学
校
教
師
の
生
活
を
通
じ
て
、
彼
は
自
己
解
放
の
た
め
の
精
神
革
命
を
誌
み
、
国
家
権
力
に
対
す
る
批
判
を
深
め
、
終

に
社
会
主
義
に
自
己
の
進
路
を
見
出
し
た
。

啄
木
は
「
明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
」
を
考
え
る
上
で
の
、

典
型
的
思
想
家
た
る
を
失
わ
な

L、。
い
ま
、
彼
の
思
想
的
生
揮
を
前
期
明
治
三
十
五
年
（
十
八
才
）
か
ら
四
十
年
（
二
十
三
才
）
ま
で
と
、
後
期
四
十
三
年
（
二
十
六
才
）
か
ら

四
十
五
年
（
二
十
八
才
）
ま
で
と
し
て
考
え
て
見
た
い
。
二
十
四
・
五
才
に
相
当
す
る
明
治
四
十
一
・
二
年
は
前
期
か
ら
後
期
へ
の
転
換
的
な

時
期
と
見
る
が
、
同
時
に
彼
の
自
然
主
義
の
時
代
、
北
海
道
に
お
け
る
新
聞
記
者
の
時
代
で
、
単
な
る
過
渡
期
で
は
な
い
。

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）

九
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前
期
に
お
け
る
思
想
的
特
徴
は
、
著
し
い
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
・
芸
術
至
上
主
義
・
天
才
主
義
・
理
想
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
具
現
者
と
し
て
の
「
詩
人
」
意
識
が
、
ワ
グ
、
ネ
ル
的
人
生
観
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
三
十
六
・
七
年
頃
の
詩
を
集
め
、
一
二
十
八
年

に
完
成
し
た
処
女
出
版
「
あ
こ
が
れ
」
は
、
そ
の
文
学
的
結
品
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
彼
は
自
ら
詩
神
の
奴
隷
な
り
と
称
し
、
詩
は
彼
の
生
命

で
あ
り
宗
教
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

こ
れ
は
彼
の
当
時
の
人
生
観
、

「
人
間
の
価
値
は
そ
の
宇
宙
的
存
在
の
価
値
の
自
覚
に
あ
り
」
、

「
人
類
天

賦
の
使
命
は
自
己
の
使
命
に
精
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
成
社
会
に
左
右
さ
れ
ず
に
自
己
理
組
郷
を
建
設
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
思
組

に
基
い
て
い
る
。

（
日
記
三
十
五
年
秋
融
笛
語
）
し
た
が
っ
て
彼
は
芸
術
上
の
問
題
自
体
と
し
て
は
芸
術
至
上
主
義
を
掲
げ
て
い
る
が
、

人
生
観

的
乃
至
哲
学
的
意
味
に
お
い
て
は
、
詩
人
を
以
っ
て
世
俗
社
会
の
批
判
者
な
り
と
し
た
。
中
学
校
を
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件
で
退
学
し
た
の
ち
上
京

し
た
彼
の
三
十
五
年
十
一
月
九
日
の
日
記
に
「
如
何
な
る
者
も
社
会
の
一
員
と
し
て
大
い
に
奮
闘
」
す
べ
き
で
あ
り
、
「
人
の
値
は
大
な
る
戦
に

雄
々
し
く
勝
ち
、

も
し
く
は
雄
々
し
く
敗
く
る
時
に
定
ま
る
」
と
い
い
、

十
一
月
十
五
日
の
書
簡
の
中
で
は
「
胸
に
詩
才
を
掩
い
か
ぬ
る
も

の
は
、
何
時
の
世
で
も
俗
悪
な
る
社
会
と
戦
う
べ
き
宿
世
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
彼
の
自
負
を
支
え
た
の
は
、

ユ
ニ
オ
ン
会
の
友
人
た
ち
の
友
情
と
愛
人
節
子
で
あ
っ
た
。
節
子
も
ま
た
「
理
想
の
国
は
詩
の
国
に
し
て
、
理
想
の
民
は
詩
人
な
り
、
狭
き
ア

ジ
ア
の
道
を
超
え
て
、
た
た
ん
畷
世
の
詩
才
君
な
ら
ず
し
て
、
誰
が
手
に
あ
ら
ん
」
と
啄
木
を
は
げ
ま
し
て
い
る
。

（
秋
融
笛
語
二
、
三
O
）

而
し
て
こ
の
現
実
と
の
戦
の
目
標
は
、
当
然
個
人
主
義
の
拡
張
に
あ
っ
た
。
詩
人
と
し
て
最
も
自
己
に
忠
実
な
る
者
は
、
や
が
て
他
の
人
に

も
忠
実
の
人
で
あ
る
と
彼
は
い
い
、

（
三
六
、
九
、
一
七
、
持
簡
）

し
か
も
彼
は
こ
の
自
我
の
拡
張
が
、

愛
に
よ
る
自
他
の
融
合
の
自
覚
に
ま
で

到
達
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
三
十
五
年
の
上
京
に
際
し
て
彼
は
先
輩
か
ら
透
谷
全
集
を
贈
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
思
畑
山
的
影
響
が
可
成
り
あ

る
と
考
え
て
よ
い
が
、

一
面
樗
牛
の
思
粗
か
ら
は
超
人
主
議
、
天
才
主
読
を
う
け
つ
ぎ
、
更
に
樗
牛
の
死
後
は
、
姉
崎
瑚
風
を
慕
っ
て
、
ニ
ー

チ
ェ
の
思
留
か
ら
ワ
グ
ネ
ル
の
愛
の
思
頓
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
。
乙
の
傾
向
は
三
十
七
年
二
月
、
彼
が
病
気
の
た
め
渋
民
村
に
帰
っ
て
か
ら
急

激
に
昂
ま
り
、
八
月
頃
に
は
彼
が
「
人
格
的
宗
教
」
と
よ
ぶ
も
の
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
八
月
三
日
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
人
閣
の
中
に
万
物
の



根
源
な
る
霊
智
の
意
志
と
愛
と
の
内
在
を
自
覚
し
、
そ
の
自
覚
を
人
格
に
体
現
し
て
、
真
人
即
ち
人
に
お
い
て
現
わ
れ
た
る
神
に
ま
で
到
達
す

る
た
め
に
、
天
与
の
事
業
に
奮
闘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ
て
い
る
。
其
処
に
透
谷
的
な
実
在
的
霊
智
の
思
想
、
人
に
於
て
神
を
見
る
樗
牛
的
超

人
の
思
想
、
及
び
噺
風
を
通
し
て
の
ワ
グ
ネ
ル
的
愛
の
思
想
が
、
彼
の
人
生
哲
学
巻
構
成
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
愛
に
つ
い
て
彼
は
、
男

女
を
間
わ
ず
、
ま
こ
と
の
友
の
愛
こ
そ
永
遠
な
る
生
命
な
り
と
い
い
、
ま
た
、
神
は
先
づ
人
と
人
と
の
愛
に
よ
っ
て
永
遠
に
入
る
門
を
聞
く
と

い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
、
樗
牛
や
ニ

l
チ
エ
の
超
人
思
砲
に
よ
る
現
実
超
越
の
孤
高
性
に
の
み
留
ま
ら
ず
に
、
愛
に
よ
る
生
命
感
の
ひ
ろ
が

り
を
求
め
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
自
己
拡
張
の
意
志
と
人
間
結
合
の
愛
と
の
二
元
的
関
係
は
、
彼
自
身
の
統
一
が
不
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

こ
の
思
想
は
、
更
に
三
十
九
年
二
度
目
の
上
京
に
失
敗
し
、
渋
民
小
学
校
代
用
教
員
時
代
に
入
っ
た
三
月
二
十
日
に
更
に
考
察
を
加
え
、
彼
自

身
の
理
解
を
明
確
に
し
て
い
る
。
即
ち
、

一
般
人
聞
の
性
情
に
お
け
る
自
己
発
展
と
自
他
融
合
の
要
求
を
、
宇
官
の
二
大
根
元
的
な
も
の
と
考

ぇ
、
そ
れ
は
一
見
矛
盾
の
如
く
見
え
な
が
ら
宇
宙
の
意
志
の
ニ
面
を
な
す
も
の
、
愛
と
は
い
わ
ば
自
他
融
合
の
意
志
に
他
な
ら
ぬ
と
し
た
。
そ

し
て
こ
の
理
解
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
彼
の
二
十
年
間
の
精
神
生
活
の
意
載
が
見
出
さ
れ
、
彼
独
自
の
個
人
主
義
の
基
礎
が
で
き
た
と
い
っ
て
い

る
。
（
日
記
）
こ
こ
に
彼
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
立
脚
点
が
あ
り
と
す
れ
ば
、

こ
こ
に
彼
の
、

後
期
に
お
け
る
社
会
主
義
へ
の
転
向
の
可
能
性

を
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

つ
い
に
は
来
る
べ
き
調
和
と
光
明
の
世
界
へ
の
到
達
を
疑
わ
し

め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
回
の
上
京
に
よ
る
経
済
的
破
綻
と
、
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
く
故
郷
で
の
病
臥
生
活
、
第
二
回
目
の
上
京
に
お
い

そ
れ
故
こ
う
し
た
楽
観
論
に
立
っ
か
ぎ
り
、
彼
の
世
俗
社
会
と
の
苦
闘
も
、

て
「
あ
こ
が
れ
」
を
出
版
し
、
再
び
窮
乏
の
結
果
小
学
校
教
員
生
活
に
入
り
、

一
方
彼
の
病
気
が
原
因
と
な
っ
た
、
彼
の
父
の
住
持
職
か
ら
の

追
放
問
題
と
い
う
、
現
実
生
活
の
悲
惨
な
状
態
の
中
で
、
彼
は
凡
て
の
も
の
の
意
義
と
価
値
と
に
疑
惑
を
抱
き
、
幾
度
か
は
自
殺
を
思
い
な
が

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）
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T
U

』、
J
ノ
↑
ノ

3

ーっ
4
0
、
つ
い
に
「
我
」
の
存
在
の
み
は
疑
わ
ず
、

「
我
」
を
信
ず
る
事
が
や
が
て
こ
れ
を
お
し
ひ
ろ
め
て
「
我
」
と
同
じ
人
聞
な
る
、
凡
て
の

「
人
」
を
信
じ
得
べ
き
理
由
と
な
っ
て
彼
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
彼
は
こ
の
時
期
に
、
日
露
戦
争
の
経
験
に
よ
る
詩
人
と
し
て
の

使
命
感
に
よ
っ
て
奮
い
立
た
せ
ら
れ
た
。
日
露
開
戦
の
三
十
七
年
二
月
十
日
、
彼
は
東
西
思
潮
の
接
触
、
浩
洋
と
し
て
四
海
に
迫
る
の
日
、
文

明
の
一
大
転
機
漸
く
動
き
来
る
事
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
直
後
に
開
戦
の
号
外
を
見
て
「
日
東
詩
美
の
園
、
未
だ
満
天
の
覇
気
死
せ
ず
」
と
い

』
F

勺
ノ
。

（
野
村
長
一
宛
書
簡
）
そ
し
て
前
述
の
八
月
三
日
の
宗
教
観
の
後
に
も
、
日
本
文
学
の
新
生
命
は
吾
ら
の
肩
に
あ
り
、
東
西
を
融
合
し
た
位

界
的
文
学
は
、
今
後
吾
ら
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
と
の
べ
、
国
語
の
貧
弱
を
救
う
た
め
の
新
し
い
試
み
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
彼
が
戦
争
に
期
待
し
た
も
の
は
、
軍
事
上
の
戦
勝
で
は
な
く
、
戦
後
の
国
民
の
文
佑
的
使
命
に
つ
い
て
で
あ
り
、
（
渋
民
村
よ

り
）
国
民
意
識
の
高
調
の
中
に
お
け
る
全
一
の
調
和
に
基
く
文
佑
の
根
本
的
な
発
達
の
希
望
と
、

「
愛
と
意
志
一
の
人
生
に
お
け
る
意
義
を
拡

充
し
た
民
族
的
理
想
の
発
揮
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
清
戦
争
時
に
お
け
る
内
村
鑑
三
の
戦
争
観
に
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
故
彼
は
世
上
一
般
の

戦
勝
気
分
に
対
し
て
は
極
め
て
批
判
的
な
態
度
に
終
始
し
た
。
既
に
三
十
七
年
、

「
渋
民
村
よ
り
」
の
中
で
、
彼
は
政
治
と
文
佑
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
良
好
な
る
政
治
活
動
と
は
、
国
民
の
思
潮
を
誘
導
レ
、
個
人
の
権
威
と
創
造
事
業
を
尊
重
し
て
、
文
ル
仙
の
充
実
を
は
か
り
、
自
由
と

平
和
と
を
作
成
す
る
政
治
で
あ
り
、
か
か
る
政
治
は
、
そ
の
よ
う
な
理
想
を
抱
い
た
政
治
的
天
才
の
出
現
に
ま
つ
他
な
し
と
い
っ
て
い
た
。
そ

れ
だ
け
に
現
実
の
戦
勝
気
分
と
政
治
の
状
態
は
彼
を
失
望
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
三
十
九
年
の
「
古
酒
新
酒
」
で
は
、
軍
事
の
他
に
は
我
が
大

和
民
族
が
、
ま
だ
決
し
て
大
な
る
国
民
で
あ
り
得
な
い
事
を
悲
し
ん
で
お
り
、
四
十
年
の
「
林
中
書
」
に
到
れ
ば
、

「
今
日
の
日
本
は
哀
れ
な

る
日
本
、
世
界
一
の
強
い
兵
隊
を
有
つ
よ
り
他
に
誇
る
べ
き
文
佑
の
な
い
日
本
」
と
い
い
、
富
国
強
兵
は
国
家
生
活
の
予
備
条
件
に
す
ぎ
ず
、

ま
た
、
物
質
的
文
佑
は
機
械
尊
重
の
生
活
的
利
便
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
日
本
国
民
に
つ
い
て
は
、
民
衆
は
依
然
封
建
の
民
、
官
力
と
金
力
と
に

す
が
る
無
智
の
民
、
個
人
の
自
由
な
く
権
利
の
な
い
、
非
立
憲
的
国
民
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
。

「
日
本
は
今
立
憲
国
で
あ
る
。
然
し
此
の
立
憲
国

の
何
処
の
隅
に
真
の
立
憲
的
な
社
会
が
あ
る
か
、
真
に
立
憲
的
な
行
動
が
幾
度
吾
人
の
前
に
演
ぜ
ら
れ
た
か
」
。

こ
の
調
子
に
は
樗
牛
的
な
も



の
、
そ
し
て
更
に
平
民
新
聞
的
な
も
の
へ
の
傾
向
が
明
か
に
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
現
実
批
判
の
立
場
か
ら
、
一
二
十
九
年
の
啄
木
に
i

も
っ
と
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
も
の
は
、
近
代
的
自
我
の
確
立

の
典
型
的
形
態
と
し
て
の
天
才
主
義
の
主
張
で
あ
る
。
偉
大
な
そ
し
て
真
に
め
ざ
め
た
天
才
的
個
性
こ
そ
が
、
日
本
の
も
つ
使
命
の
指
導
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
戦
後
の
社
会
の
資
本
主
義
的
な
俗
悪
さ
、
「
世
界
を
あ
げ
て
生
命
な
き
物
質
の
集
団
た
る
今
の
時
に
対
し
て
」
、
詩
人
と
し

て
の
使
命
感
に
迫
ら
れ
る
が
故
に
、
彼
は
渋
民
村
小
学
校
代
用
教
員
生
活
に
熱
中
す
る
。
彼
は
自
己
の
中
学
生
々
活
の
体
験
か
ら
し
で
も
、
当

時
の
教
育
に
対
し
て
は
極
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
日
本
の
教
育
は
凡
人
教
育
で
あ
り
、
天
才
を
殺
す
断
頭
台
で
あ
る
。
日
本
の
教
育
は
教
育

の
ミ
イ
ラ
に
過
ぎ
ぬ
。
教
育
の
最
高
目
的
は
天
才
を
養
成
し
て
、
歴
史
に
意
識
あ
る
人
物
を
作
る
事
、
第
二
の
目
的
は
、
か
か
る
人
生
の
司
配

者
を
尊
敬
す
る
健
全
な
る
民
衆
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
総
じ
て
教
育
の
目
的
は
智
識
を
授
け
る
事
で
な
く
、
人
聞
を
作
る
事
に
あ
り
、
小
学

校
教
育
乙
そ
教
育
の
「
足
」
な
る
が
故
に
、

「
ミ
イ
ラ
」
に
息
を
吹
込
む
た
め
に
、
彼
自
身
が
小
学
校
代
用
教
員
、
月
給
八
円
の
、
し
か
も
日

本
一
の
代
用
教
員
た
る
事
を
誇
り
と
し
た
。

「
詩
人
は
最
良
の
教
師
な
り
」
と
自
任
し
た
彼
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
彼
は
全
校
児
童
の
崇
拝
の
的

と
な
り
「
小
王
国
」
を
出
現
し
た
。

し
か
し
、
か
か
る
熱
意
の
中
に
も
彼
の
現
実
の
境
遇
は
彼
の
中
に
次
第
に
不
満
を
大
き
く
し
て
行
っ
た
。
献
身
的
な
努
力
に
対
し
て
酬
い
ら

れ
る
も
の
は
、

一
家
五
人
の
生
活
を
支
え
る
に
到
底
足
り
な
い
八
円
の
月
給
で
あ
り
、
そ
れ
す
ら
滞
り
勝
ち
と
い
う
不
合
理
、
彼
自
身
の
詩
人

と
し
て
の
能
力
が
発
揮
で
き
な
い
不
満
、

こ
れ
に
加
え
て
渋
民
村
民
は
彼
を
「
白
井
正
雪
」
と
呼
び
、
彼
の
才
能
に
対
し
て
敵
意
ぞ
抱
き
、
俗

悪
な
陰
謀
に
よ
っ
て
彼
を
「
公
金
消
費
」
の
名
で
訴
え
る
ま
で
に
到
っ
て
い
る
。

こ
の
社
会
の
不
合
理
、
彼
の
個
性
を
圧
殺
し
よ
う
と
す
る
俗

悪
な
環
境
の
中
で
、
彼
の
楽
天
的
な
人
生
観
は
動
揺
し
、
現
実
に
対
す
る
反
抗
的
な
姿
勢
は
、
彼
を
社
会
主
義
の
方
へ
傾
か
せ
る
。

「
貧
の
辛

明
治
に
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け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）
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き
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
骨
に
泌
む
・
・
時
々
抑
へ
き
れ
ぬ
不
快
な
謀
反
心
に
駆
ら
れ
る
の
は
、

つ
ま
り
糧
を
与
え
ら
れ
ぬ
自
分
の
精
神
が
、
飢
の
苦

し
み
に
た
へ
か
ね
て
暴
動
を
敢
へ
て
す
る
の
で
ゐ
ら
う
か

h

（
日
記
三
九
、
三
、
二
七
）

「
人
生
に
対
す
る
予
の
不
平
は
日
々
に
益
々
多
し
。
生

活
の
苦
闘
も
日
に
甚
し
」
。

（
書
簡
三
九
、
五
、
二
）
故
郷
の
自
然
を
愛
し
、

小
児
の
天
真
。
信
愛
し
た
彼
は
、
資
本
主
義
的
な
文
明
を
故
郷
の

自
然
を
汚
し
、
素
朴
な
農
民
を
堕
落
さ
せ
、
人
間
性
を
殺
し
て
ゆ
く
暴
力
と
し
て
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
三
月
二
十
日
、
彼
は
社
会
党
の
東
京

市
電
運
賃
値
上
反
対
の
市
民
暴
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
余
は
社
会
主
義
者
と
な
る
に
は
余
り
に
個
人
の
権
威
を
重
ん
じ
て
い
る
。

き
れ
ば
と
い
っ
て
専
制
的
な
利
己
主
義
者
と
な
る
に
は
余
り
に
同
情
と
涙
に
富
ん
で
い
る
」
υ

そ
し
て
前
掲
の
、

宇
宙
の
意
志
に
つ
い
て
の

面
性
を
考
察
し
て
の
ち
、

「
自
分
が
所
詮
自
分
一
人
の
意
味
に
お
け
る
個
人
主
義
者
で
、
社
会
主
義
を
初
め
、
陸
上
凡
百
の
思
想
に
賛
成
す
る

能
は
、
ざ
る
も
の
は
実
に
こ
の
立
脚
点
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
察
す
る
に
、
彼
の
社
会
主
義
に
対
す
る
理
解
は
、

ま
だ
当
時
一
般
の
常
識
の
範
囲
を
出
な
い
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
的
な
も
の
、
彼
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
思
想
に
つ
い
て
批
評
し
て
い
る

言
葉
、

「
凡
て
の
人
が
暴
力
に
服
従
す
る
を
要
せ
ざ
る
時
代
で
あ
る
が
、
凡
て
の
人
が
意
志
を
放
棄
し
て
平
等
の
天
蓋
の
下
に
集
る
社
会
」
、

消
極
的
な
博
愛
思
想
に
よ
る
「
弱
者
の
道
理
」
と
同
様
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ら
う
。

し
か
も
現
実
社
会
の
矛
盾
に
対
し
て
立
ち
上

り
つ
つ
あ
る
「
社
会
党
」
の
動
き
に
対
し
て
、
彼
は
今
や
、
む
を
ひ
か
れ
、
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
来
る
。
一
二
月
二
十
日
の
日
記
は
そ
の
心
的
動

揺
ら
』
示
す
も
の
で
あ
る
。

「
朝
目
を
き
ま
し
た
時
か
ら
社
会
主
義
に
つ
い
て
熟
々
考
へ
た
。

そ
し
て
殆
ん
ど
迷
っ
て
ゐ
た
。
午
後
四
時
頃
駅

内
に
火
事
あ
り
・
・
・
勇
ま
し
く
美
し
い
火
を
見
て
立
っ
て
ゐ
た
時
、
予
は
不
図
心
で
肱
い
た
、
然
し
賛
成
す
る
事
は
出
来
ぬ
、
何
に
、
社
会
主

義
に
」
υ

燃
え
上
る
炎
の
美
し
さ
に
み
と
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
暴
力
主
義
に
対
し
て
反
省
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
は
、
彼
の
個
人
主
畿
の
中
の
愛
の
意

士
山
が
彼
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
の
愛
の
理
想
は
代
用
教
員
生
活
に
お
い
て
著
し
い
成
果
を
み
の
げ
、
彼
の
愛
に
応
ず
る
児
童
の
純
真
さ

と
、
そ
の
め
ざ
ま
し
い
自
治
自
由
の
気
風
に
対
し
て
彼
は
「
喰
ら
い
つ
き
た
い
程
可
愛
い
」
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
し
き
り
に
小
児



の
心
の
尊
さ
を
い
っ
て
い
る
。

「
此
に
祐
輔
さ
も
の
三
つ
あ
り
、

一
に
日
く
小
児
心
、
二
に
日
く
小
児
心
、
三
に
日
く
小
児
の
心
、
あ
あ
生
れ
た

る
ま
ま
に
て
死
ぬ
る
人
こ
そ
、
こ
の
院
に
て
一
審
エ
ラ
キ
人
な
る
べ
け
れ
」
0

（
一
握
の
砂
）

理
想
的
人
間
像
と
は
、
彼
に
と
っ
て
は
小
児
の

ま
ま
の
純
真
と
自
由
を
成
人
に
見
る
事
な
の
で
あ
り
、
山
俗
に
お
け
る
人
閣
の
み
に
く
さ
は
、

こ
の
小
児
の
心
を
．
此
殺
す
る
社
会
感
に
よ
っ
て

生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
対
し
て
反
逆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
吾
等
何
故
に
赤
裸
々
た
る
能
は
ま
る
か
、
公
明
な
る
能
は
ぎ
る
か
、
天
真

な
る
能
は
ざ
る
か
、
大
な
る
声
に
て
物
を
い
ふ
能
は
ぎ
る
か
、
行
か
む
と
し
て
行
き
為
さ
む
と
し
て
為
し
、
心
の
ま
ま
に
笑
ひ
叉
泣
く
能
は
ぎ

る
か
。
そ
の
理
あ
る
な
し
。
然
ら
ば
正
に
叛
逆
の
児
た
ら
ぎ
る
べ
か
ら
、
ざ
る
也
ο

永
な
へ
に
真
に
し
て

E
つ
美
な
る
自
然
の
た
め
に
、
憎
わ
］
べ

き
反
逆
を
企
て
つ
つ
あ
る
人
類
に
向
っ
て
、
吾
等
の
正
し
き
叛
逆
は
最
も
勇
敢
に
戦
は
れ
ま
る
べ
か
ら
ず
」
ο

ζ

の
啄
木
の
、

一
種
の
自
然
主
義
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
そ
れ
自
体
は
彼
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
理
想
主
義
の
基
調
で
あ
り
得
る
が
、
同
時

に
文
芸
上
の
自
然
主
義
へ
発
展
し
得
る
も
の
で
あ
ゲ
、
更
に
現
実
社
会
の
資
本
主
義
的
暴
力
に
向
け
ら
れ
た
時
、
社
会
主
義
的
啓
家
性
を
有
つ

も
の
で
も
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
三
十
九
年
か
ら
四
十
年
四
月
ま
で
、
彼
の
渋
氏
小
学
校
時
代
は
、
以
上
の
よ
う
な
思
索

の
展
開
を
示
し
て
来
た
。

四

明
治
四
十
年
五
月
四
日
、

一
家
離
恨
の
形
で
家
族
を
知
人
に
托
し
た
彼
は
、
商
館
の
小
学
校
に
行
き
、
か
た
わ
ら
両
館
日
々
新
聞
の
遊
軍
記

者
と
な
る
。
し
か
し
九
月
に
は
函
館
の
大
火
が
あ
っ
て
、
十
四
日
に
は
札
幌
に
つ
き
、
北
門
新
聞
に
入
社
し
た
が
史
に
、
二
十
七
日
、
小
栂
日

報
の
創
立
に
当
っ
て
、

こ
れ
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
月
か
ら
野
口
雨
情
と
共
に
三
面
記
事
を
受
持
ら
、

一
日
十
五
時
間
働
い
て
月
給

十
二
円
貰
っ
た
。
記
者
生
活
に
入
ろ
う
と
し
て
文
学
へ
の
志
は
益
々
強
ま
り
、

一
方
岡
県
人
小
国
露
立
と
相
知
っ
て
、
露
骨
一
か
ら
社
会
主
義
に

つ
い
て
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

「
所
謂
社
会
主
義
は
予
の
常
に
冷
笑
す
る
と
こ
ろ
、
し
か
も
小
国
君
の
い
ふ
所
に
見
識
あ
り
雅
量
あ

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）

九
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一0
0

り
。
或
意
味
に
於
て
賛
同
し
得
古
る
に
み
ら
ず
、
社
会
主
義
は
要
す
る
に
低
、
き
問
題
な
り
。
し
か
も
必
然
の
要
求
に
よ
っ
て
起
れ
る
も
の
な
り

と
は
、
比
の
夜
の
議
論
の
相
一
致
せ
る
所
な
り
き
。
」

（
丁
未
日
誌
・
問
。
、
九
、
二
一
）
し
か
し
十
二
月
二
十
八
日
西
川
光
二
郎
ら
が
社
会
主
議

演
説
会
の
た
め
に
小
樽
に
来
た
が
、
啄
木
は
誘
わ
れ
な
が
ら
行
か
ず
、
非
国
家
主
、
説
、
制
人
解
放
を
天
職
と
感
じ
、
倒
人
解
放
史
の
梢
組
を
線

る
な
ど
し
て
、
彼
の
心
境
は
ま
だ
決
ま
ら
な
か
っ
た
Q

だ
が
既
に
中
学
校
時
代
を
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
退
学
し
、
新
詩
社
に
入
っ
て
短
歌
の
革
新
に
志
し
て
新
し
い
形
式
を
生
み
出
し
、
亦
渋
民

の
代
用
教
員
時
代
に
は
生
徒
の
自
治
活
動
に
成
功
し
、
辞
職
に
際
し
て
凡
俗
な
校
長
排
斥
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
ま
き
お
こ
し
て
、
生
徒
に
即
製
の

革
命
歌
を
う
た
わ
せ
、

更
に
小
樽
日
報
の
人
事
に
関
し
て
、

共
和
制
を
布
く
意
図
の
下
に
社
内
の
廓
清
を
詰
み
て
殆
ん
ど
成
功
し
た
彼
で
あ

る
。
そ
の
自
己
の
職
場
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
小
革
命
が
、
自
由
の
た
め
の
封
建
的
俗
思
と
の
対
決
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
現
実
社
会
の

矛
盾
へ
の
抵
抗
で
あ
る
限
り
、
今
や
上
述
の
彼
自
身
の
経
済
的
窮
迫
に
よ
る
矛
盾
、
資
本
主
説
的
暴
力
に
よ
る
社
会
の
俗
出
佑
へ
の
憤
り
を
抱

く
彼
に
と
っ
て
、
そ
の
抵
抗
感
が
社
会
主
義
へ
の
誘
い
に
な
ら
ぬ
は
ず
は
な
い
。
即
ち
四
十
一
年
正
月
、
彼
は
小
僧
日
報
廓
清
が
最
後
の
一
歩

に
於
て
強
折
し
た
た
め
に
辞
職
し
、
小
開
花
闘
町
の
借
家
で
窮
乏
の
正
月
を
迎
え
て
い
る
が
、
そ
の
元
日
一
の
感
慨
は
明
か
に
社
会
主
強
的
な
傾

斜
を
示
し
て
い
る
。

「
一
人
前
の
働
き
を
し
て
、
何
一
つ
悪
い
事
せ
ぬ
主
人
自
身
」
が
そ
の
労
働
に
対
す
る
報
酬
の
不
当
な
る
故
に
借
金
の
云

い
わ
け
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
屈
辱
と
矛
盾
と
を
、

「
此
の
お
ど
ろ
く
べ
き
不
条
理
は
ど
こ
か
ら
く
る
か
、
社
会
組
織
が
わ
る
い
か
ら
だ
、

想
社
会
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
外
に
仕
方
が
な
い
、
破
壊
し
て
了
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
破
壊
だ
、
破
壊
の
外
に
何
が
あ
る
」
と
日
記
に
書

き
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
四
日
に
は
前
回
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
社
会
主
義
演
説
会
に
出
向
き
、
西
川
の
「
何
故
に
因
る
も
の
が
殖
え

る
か
」
な
ど
の
演
説
を
き
い
て
、

「
要
す
る
に
社
会
主
識
は
、
予
の
所
謂
長
き
解
放
運
動
の
中
の
一
蹴
で
あ
る
ο

－
目
・
・
そ
し
て
最
も
限
前
の
急

に
迫
れ
る
緊
急
問
題
で
あ
る
」
と
、
自
己
の
思
題
と
の
関
聯
に
お
い
て
受
取
り
、
更
に
「
こ
の
運
動
は
前
代
の
種
々
な
解
放
運
動
の
後
を
う
け

て
、
労
働
者
即
最
下
級
の
人
民
を
資
本
家
か
ら
解
放
し
て
本
来
の
自
由
を
与
へ
ん
と
す
る
運
動
で
」
あ
る
と
い
う
理
解
に
ま
で
到
っ
て
い
る
Q



（
日
記
問
一
、
一
、
同
）
た
だ
彼
と
し
て
は
そ
の
解
放
は
単
に
労
働
者
の
資
本
家
か
ら
の
解
放
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
一
切
の
人
闘
を
生
前
の
不
条

理
な
る
背
筋
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
理
組
と
す
る
」
と
い
う
立
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
社
会
主
義
へ
の
理
解
が
、
ま
だ
個
人
主
義
的
な
も
と

の
関
聯
つ
け
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
の
生
前
体
験
が
い
ま
や
彼
を
新
し
い
方
向
に
ふ
み
切
ら
せ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

一
月
九
日

に
は
小
国
蕗
吹
と
社
会
主
誌
に
つ
い
て
、
革
命
と
制
人
解
放
と
を
大
い
に
談
じ
て
い
る
の
も
、
労
働
者
の
解
放
を
い
う
露
堂
と
、
そ
れ
を
拡
大

し
て
桐
人
の
解
放
を
目
的
と
す
る
啄
木
と
の
論
争
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
ο

（
日
記
凶
一
、

一
、
九
）

こ
う
し
て
彼
は
副
部
上
に
も
転
換
期
に
入
る
が
、
同
時
に
小
肘
仰
を
は
な
れ
て
釧
路
に
赴
く
こ
と
に
な
る
。
四
十
一
年
一
月
十
三
日
釧
路
新
聞

の
自
石
社
長
か
ら
招
か
れ
て
彼
は
十
九
日
に
出
発
し
た
。
自
石
社
長
は
河
野
広
中
と
共
に
活
躍
し
て
獄
に
も
つ
な
が
れ
た
人
〔
じ
み
の
り
、
自
由
主

義
を
説
い
た
「
お
山
山
一
六
行
人
制
」
の
利
者
で
も
あ
り
、
革
命
出
組
に
つ
い
て
啄
木
と
肝
胆
相
照
ら
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
新
築
の
新
聞
社
で
あ

っ
た
事
も
啄
木
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、
何
日
一
頁
以
上
も
の
記
事
を
書
き
上
げ
る
と
い
う
活
躍
ぷ
り
で
あ
っ
た
ο

（
書
簡
四
一
、
：
一
二
O
A
M
m
一宛）

彼
の
論
説
の
一
二
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
お
任
早
々
の
一
月
二
十
六
日
に
は
婦
人
会
の
席
上
「
新
時
代
の
婦
人
」
と
い
う
題
の
下
で
、
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
婦
人
参
政
権
運
動
よ
り
は
じ
め
て
、
我
国
の
婦
人
の
社
会
的
事
業
へ
の
貢
献
を
強
調
し
、
婦
人
の
個
人
主
義
的
自
覚
と
政
治
上
の

権
利
な
ど
、
婦
人
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
述
べ
、
二
月
に
は
「
予
算
通
過
と
国
民
の
覚
悟
」
と
題
し
て
六
億
予
算
の
通
過
に
よ
っ
て
、
却
っ
て

現
内
閣
が
国
民
の
卵
、
望
を
失
い
、
今
の
一
政
府
が
軍
部
の
手
先
と
な
っ
て
国
民
を
奴
隷
化
し
つ
つ
あ
る
事
を
指
摘
し
、
政
府
に
盲
従
す
る
偽
愛
国

主
義
を
．
否
定
し
、
国
民
全
休
を
北
川
説
に
討
し
め
て
ま
で
軍
備
の
光
成
を
急
ぐ
帝
国
主
義
に
つ
い
て
国
民
の
党
耐
を
喚
起
し
た
。

の
み
な
ら
ず
啄

木
は
社
外
の
活
動
に
お
い
て
も
計
州
す
る
所
多
く
、
背
年
町
民
の
団
結
、
教
育
機
関
の
拡
張
、
関
書
館
の
設
置
、
釧
路
港
の
改
築
、

ア
イ
ヌ
の

研
究
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
第
三
小
学
校
の
廓
消
に
も
叫
に
持
手
し
は
じ
め
て
い
た
。
そ
れ
故
彼
は
忽
ら
こ
の
地
の
名
士
と
な
り
、
そ
の
生
活

は
料
理
屈
に
過
さ
れ
る
一
唱
が
多
く
、
小
奴
其
他
の
芸
妓
に
取
り
ま
か
れ
る
日
が
京
っ
て
い
る
ο

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）

。



明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
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前
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。

五

し
か
る
に
こ
う
し
た
生
活
の
中
で
、
彼
は
現
実
暴
露
の
悲
哀
と
激
し
い
虚
無
感
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
二
月
八
日
宮
崎
大
四
郎
宛
の
書
簡
は
、

前
半
に
以
上
の
ご
と
き
彼
の
生
活
を
書
き
な
が
ら
、
後
半
で
は
、
個
性
論
者
と
し
て
自
己
を
支
配
し
、
自
己
の
思
組
に
よ
っ
て
あ
く
ま
で
白

己
の
力
を
発
揮
す
べ
き
彼
自
身
が
、
こ
の
現
実
の
環
境
の
中
で
見
失
わ
れ
、
従
来
の
理
想
が
結
局
自
己
中
心
的
な
「
ラ
イ
フ
イ
リ
ユ

l
ジ
ョ
ン

」
に
過
ぎ
ず
、
真
の
自
己
は
結
局
空
な
る
人
間
で
あ
り
、

一
人
ポ
ッ
チ
の
寂
莫
の
中
で
、
虚
無
の
前
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
ァ
、

切
の
心
の
虚
飾
を
去
っ
た
真
実
暴
露
の
悲
哀
、
此
の
悲
哀
は
泣
く
様
な
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
」
。

そ
し
て
こ
の
虚
無
の
思
想
の
文
学
に
表

現
さ
れ
た
も
の
が
自
然
主
載
で
あ
り
、
自
然
主
義
は
人
聞
の
意
志
の
否
定
で
あ
り
、
本
能
の
ま
ま
に
流
れ
て
ゆ
く
人
の
盗
に
他
な
ら
な
い
。

一「

君
、
実
際
現
在
の
僕
の
底
の
底
の
思
想
程
、
明
白
な
赤
裸
々
な
思
砲
は
な
い
だ
ら
う
。
僕
は
無
宗
教
だ
、
う
ま
い
も
の
は
喰
ふ
べ
く
、
う
ま
い

酒
は
の
ひ
べ
し
－
－
本
然
の
要
求
に
基
く
肉
慾
の
如
、
き
も
決
し
て
罪
悪
で
も
何
で
も
な
い
・
・
婦
人
の
貞
操
の
如
、
き
は
ま
る
で
根
拠
の
な
い
事
だ
。

・
・
」
恐
ら
く
そ
れ
は
思
想
と
い
う
よ
り
も
、
彼
の
追
い
つ
め
ら
れ
た
生
活
的
絶
望
の
反
映
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
こ
こ

ま
で
来
て
啄
木
は
い
わ
ゆ
る
過
去
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
や
理
想
主
裁
か
ら
脱
却
し
て
、
自
然
主
義
的
な
心
境
に
到
り
、
こ
の
立
場
で
自
己
を
見

つ
め
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
思
想
的
飛
躍
の
た
め
の
大
切
な
脱
皮
期
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
る
。
二
月
に
新
聞
に
掲
載
し
た
評
論
「
卓

上
一
枝
」
に
は
、

「
ど
う
に
か
な
る
」
と
い
う
考
え
が
、
人
聞
の
有
す
る
一
切
の
知
識
中
の
最
大
の
思
留
で
あ
る
と
い
う
、

メ

l
テ
ル
リ
ン
ク

の
言
葉
を
テ
l
マ
と
し
て
、
ラ
イ
フ
イ
リ
ユ

l
ジ
ョ
ン
を
虚
偽
と
し
、
そ
の
幻
影
を
失
う
時
の
現
実
暴
露
の
悲
し
み
を
語
り
、
自
然
主
議
と
は

我
の
中
に
自
然
の
我
を
見
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
立
場
か
ら
人
生
社
会
の
一
切
の
虚
偽
を
打
破
せ
ん
と
す
る
も
の
で
め
る
と
い
う
。
自

己
の
体
験
を
通
じ
て
の
当
時
の
自
然
主
義
文
学
へ
の
発
言
が
な
さ
れ
初
め
て
い
る
の
を
見
る
。

し
か
る
に
一
面
社
会
を
見
る
時
「
我
が
耳
革
命

の
声
を
き
き
、
我
が
耳
革
命
の
声
を
き
き
、
我
が
目
革
命
の
血
を
見
る
。
人
は
自
然
に
叛
逆
す
、
我
等
は
人
に
叛
逆
を
企
る
べ
き
の
み
」
と
、



自
然
に
背
き
、
真
と
美
に
背
く
社
会
に
対
し
て
強
い
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
二
面
の
矛
盾
が
解
決
で
き
な
い
ま
ま
に
、
彼
は
突
如

四
月
五
日
に
釧
路
を
去
っ
て
上
京
し
た
。

今
や
彼
に
は
前
期
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
、
詩
人
と
し
て
の
使
命
観
、
個
我
の
思
想
な
ど
が
崩
壊
し
て
ゆ
き
つ
つ
あ
り
、
し
か
も
自
然
主
義
的

な
人
生
の
現
実
に
対
し
て
、
如
何
に
自
己
を
位
置
づ
け
る
か
の
方
向
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
二
面
は
ど
こ
ま
で
も
矛
盾
と

し
て
交
文
す
る
、
縦
横
の
ニ
線
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
四
月
二
十
二
日
大
島
経
男
宛
の
手
紙
の
中
で
、
彼
は
自
身
を
人
生
の
落
伍
者
、
身

も
心
も
宇
宙
の
浮
浪
者
と
よ
び
、
狂
的
な
自
暴
自
棄
に
駆
ら
れ
て
い
る
事
を
訴
え
、
人
生
に
つ
い
て
、

「
之
を
横
に
見
れ
ば
人
生
は
際
限
な
き

平
面
、
未
解
決
の
血
の
海
で
あ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
云
へ
ば
人
生
の
結
論
は
虚
無
、
人
生
を
縦
に
見
る
時
は
、
人
生
は
初
め
あ
り
終
り
あ
り
、
個

人
解
放
の
時
代
が
彼
の
最
後
の
理
想
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
縦
と
横
と
は
何
処
ま
で
も
一
致
し
な
い
矛
盾
で
あ
る
が
、
そ
の
交
文
点

に
立
っ
て
彼
は
現
状
打
破
の
革
命
（
盲
動
）
を
欲
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
生
観
的
な
転
換
と
混
乱
と
は
、

一
面
彼
の
文
学
へ
の
志
向
と
現
実
生
活
の
矛
盾
を
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
亦
文
学
へ
の

態
度
の
転
換
を
も
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
自
暴
自
棄
の
中
に
も
当
時
の
彼
の
最
大
の
希
望
を
「
専
念
創
作
に
従
う
」
こ
と
の
み
で
あ
る
と

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
し
、

ま
た
そ
れ
は
詩
か
ら
散
文
へ
の
彼
の
転
換
を
伴
う
問
題
で
あ
っ
た
。

上
京
後
五
月
七
日
森
時
外
宛
の
手
紙
の
中

で、

「
私
の
心
は
今
・
・
詩
歌
の
故
郷
を
旅
立
ち
て
、
散
文
の
自
由
の
国
土
に
あ
こ
が
れ
居
候
」
と
い
っ
て
い
る
。
何
故
に
彼
が
詩
を
す
て
よ
う

と
し
た
か
、
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
彼
の
属
す
る
新
詩
社
が
衰
え
て
来
て
、
そ
れ
に
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
生
活
上
の
困
難
が
予
組
さ
れ

た
事
、
彼
の
文
学
者
と
し
て
の
最
後
の
試
み
と
し
て
、
北
海
道
時
代
の
体
験
か
ら
、
自
然
主
詩
的
、
散
文
的
傾
向
が
彼
の
中
に
芽
生
え
、
そ
れ

を
表
現
し
た
い
意
欲
に
か
ら
れ
た
事
、
上
京
後
先
輩
の
言
に
よ
っ
て
小
説
創
作
に
よ
る
生
活
の
見
通
し
が
考
え
ら
れ
た
事
等
の
外
面
的
な
理
由

が
あ
る
。
し
か
し
上
述
の
関
係
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
散
文
へ
の
誌
み
は
彼
自
身
の
現
状
打
破
の
革
命
が
試
み
ら
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
六

月
二
十
九
日
に
は
詩
に
つ
い
て
「
一
意
専
念
、
囚
は
れ
た
る
空
趨
よ
り
脱
却
し
、
最
も
大
胆
に
自
由
自
在
に
歌
ふ
べ
き
事
」
を
小
田
島
に
対
し

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）

。



明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）

一O
四

て
す
す
め
て
い
る
が
、
乙
の
囚
わ
れ
た
る
空
想
こ
そ
、
彼
の
「
ゅ
の
こ
が
れ
」
時
代
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
指
し
て
居
り
、

こ
の
囚
わ
れ
た
空
想

か
ら
、
散
文
の
「
自
由
の
園
」
へ
の
彼
の
歩
み
こ
そ
が
、
当
時
の
彼
の
内
的
革
命
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
七
月
に
入
つ
て
の
彼
の
書
簡
に
は
短
歌
が
叙
景
と
か
叙
事
の
趣
味
に
あ
る
中
は
だ
め
で
あ
り
、
復
雑
な
近
代
的
情
緒
の
瞬
間
的
剰
那
的

の
影
を
歌
う
に
適
し
た
詩
形
と
し
て
の
み
、
多
少
の
価
値
を
み
と
め
る
と
い
い
、
詩
歌
の
技
巧
格
調
の
制
約
が
如
何
に
し
て
も
遊
戯
的
分
子
を

有
つ
た
め
に
、
真
に
近
代
的
情
緒
の
表
現
た
る
に
足
ら
ぬ
故
に
、
彼
が
小
説
に
向
う
に
到
っ
た
事
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
年
後
の
四
十
ニ

年
七
月
に
な
る
と
乙
の
点
に
つ
い
て
、

一
層
明
確
に
、
自
然
主
義
文
学
の
制
作
上
の
動
機
や
精
神
に
少
し
も
遊
戯
的
分
子
の
な
い
事
を
論
じ
、

シ
ル
レ
ル
か
ら
ハ
ル
ト
マ
ン
に
至
っ
て
完
成
会
れ
た
、
芸
術
の
遊
戯
的
動
機
論
的
美
学
が
、
近
代
に
あ
て
は
ま
ら
ぬ
事
を
述
べ
て
、

「
こ
れ
は

近
代
文
芸
の
発
達
と
そ
れ
を
誘
起
し
た
我
等
の
内
的
生
活
の
革
命
に
留
意
し
て
ゐ
る
も
の
の
何
人
も
苔
む
こ
と
の
出
来
ぬ
所
」
と
い
う
。
（
汗

に
濡
れ
つ
つ
）
こ
れ
は
果
し
て
明
治
の
自
然
主
義
全
般
に
つ
い
て
云
得
る
こ
と
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
む
し
ろ
彼
の
心
境
に
よ
っ
て
強

こ
の
点
や
が
て
彼
自
身
批
判
的
に
な
る
が
、
と
に
か
く
今
や
彼
は
、
無
限
の
平
面
の
血
の
海
の
中
の
自

己
表
現
こ
そ
、
文
芸
の
新
し
い
発
足
点
と
感
じ
、
そ
れ
に
対
し
て
「
天
地
人
生
に
対
し
て
主
観
の
色
を
以
っ
て
彩
色
し
、
空
想
の
外
套
の
中
に

調
さ
れ
た
点
が
あ
る
と
考
え
て
よ
く
、

か
く
れ
よ
う
と
し
た
」
、

曽
つ
て
の
自
己
の
弱
い
心
に
阿
っ
て
い
た
事
が
、
過
去
の
事
と
し
て
ふ
り
か
え
ら
れ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

..... ，、

四
十
一
年
四
月
の
上
京
か
ら
四
十
二
年
十
一
月
の
「
食
ふ
べ
き
詩
」
を
出
す
頃
ま
で
の
啄
木
は
ほ
ぼ
以
上
の
知
き
決
意
の
下
に
あ
り
、
そ
れ

は
彼
の
文
学
的
生
活
の
中
で
の
、
制
約
さ
れ
た
詩
か
ら
自
由
な
散
文
へ
の
、
彼
の
内
面
的
革
命
を
意
味
す
る
行
為
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
間
に
お
け
る
創
作
上
の
努
力
は
極
め
て
大
き
く
、
四
十
一
年
五
月
に
「
菊
池
君
」
・
「
病
院
の
窓
」
・
「
天
曹
繊
」
を
書
き
な
が
ら
、

一方、

新
詩
社
附
属
的
な
短
歌
会
で
あ
る
金
星
会
の
短
歌
の
添
削
を
し
、

評
論
「
北
海
の
三
都
」
を
書
き
、

六
月
に
入
っ
て
、
「
ニ
筋
の
血
」
や
散
文



詩
「
瞬
野
」
・
「
白
い
烏
」
・
「
血
の
海
」
を
作
り
、
六
月
二
十
四
日
の
夜
に
は
、

一
夜
の
中
に
一
ニ

O
首
、
そ
の
翌
日
は
一
四
O
首
の
短
歌
を
よ

ん
で
、

こ
れ
が
後
に
「
一
握
の
砂
」
と
し
て
発
表
さ
れ
る
事
に
な
る
。
次
い
で
七
月
に
、
「
刑
余
の
叔
父
」
を
書
き
、

八
月
に
は
明
星
が
廃

刊
を
決
定
し
て
、
新
し
い
雑
誌
を
計
．
幽
す
る
事
に
な
り
、
九
月
に
は
「
空
中
書
」
や
「
日
曜
通
信
」
を
書
き
、
十
月
に
は
「
鳥
影
」
に
筆
を
加

え
て
十
一
月
か
ら
東
京
毎
日
に
連
載
、

一
方
新
短
歌
雑
誌
「
ス
バ
ル
」
を
計
．
由
し
、
翌
年
一
月
に
は
彼
が
名
識
人
と
な
っ
て
創
刊
し
た
。
尚

ぉ
、
ニ
月
に
は
朝
日
新
聞
に
入
社
す
る
こ
と
に
な
り
、
評
論
と
し
て
「
樗
牛
死
後
」
・
「
一
握
の
砂
」
・
「
胃
弱
通
信
」
・
「
汗
に
濡
れ
つ
つ
」
・
「
百

回
通
信
」
を
書
い
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
彼
の
努
力
の
反
面
に
、
彼
の
苦
悩
は
一
層
酷
し
さ
を
増
し
た
。
彼
の
創
作
は
世
聞
か
ら
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
収
入
と

て
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
質
入
れ
と
友
人
の
同
情
に
す
が
る
飢
餓
の
生
活
の
中
で
、
故
郷
の
父
母
妻
子
へ
の
心
遣
い
と
創
作
上
の
苦
心
が
重
つ

て
彼
を
苦
し
め
た
。
そ
の
中
で
四
十
一
年
六
月
十
五
日
に
は
川
上
眉
山
の
自
殺
、
六
月
二
十
三
日
に
は
国
木
田
独
歩
の
死
が
報
ぜ
ら
れ
、
彼
の

心
を
ゆ
り
う
と
か
す
。
眉
山
に
つ
い
て
は
、
彼
は
と
り
の
こ
さ
れ
た
作
家
の
最
も
深
刻
な
悲
哀
で
あ
る
と
し
て
他
人
事
と
は
思
え
な
い
と
云
つ

て
お
り
、
独
歩
に
つ
い
て
は
、
十
年
間
み
と
め
ら
れ
ず
、
認
め
ら
れ
て
三
年
に
し
て
死
ん
だ
、
真
の
作
家
中
の
作
家
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の

ど
ち
ら
に
も
自
己
に
対
す
る
歎
声
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
み
の
み
の
死
な
う
か
、
田
舎
に
か
く
れ
ょ
う
か
・
・
何
時
に
な
っ
た
ら
自
分
は
心

安
く
其
日
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
」

（
四
一
、
六
、
二
七
、
日
記
）
と
い
い
、

乙
の
飢
餓
と
死
の
誘
惑
の
ド
ン
底
生
活
の
中
で
、
文

学
や
人
生
の
価
値
に
対
す
る
根
本
的
な
懐
疑
と
虚
無
感
が
彼
の
生
活
を
支
配
す
る
と
同
時
に
、
そ
こ
か
ら
次
第
に
デ
カ
ダ
ン
ス
的
生
活
行
動
が

著
し
く
、
四
十
二
年
四
月
以
後
六
月
ま
で
の
ロ
ー
マ
字
日
記
は
、
そ
の
最
も
悲
惨
な
生
活
記
録
で
あ
る
。
彼
は
神
も
霊
魂
も
認
め
ず
人
聞
は
つ

い
に
動
物
に
す
ぎ
ぬ
と
叫
び
な
が
ら
、

一
方
に
は
ま
た
強
い
ロ
マ
ン
チ
シ
ス
ム
や
過
去
へ
の
追
憶
を
辿
り
、
更
に
死
の
誘
惑
に
よ
っ
て
、
幾
度

か
剃
万
を
体
に
当
て
な
が
ら
も
、

つ
い
に
生
存
慾
に
敗
け
て
死
に
き
れ
ず
に
、

「
た
だ
盲
動
ゐ
る
の
み
」
と
い
い
な
が
ら
人
生
の
真
面
目
に
つ

い
て
語
り
、
自
然
主
義
に
対
す
る
批
判
の
中
に
新
し
い
ロ
マ
ン
チ
シ
ス
ム
を
探
索
す
る
な
ど
、
極
端
な
自
己
分
裂
を
示
し
て
い
る
。

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）
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散
文
の
自
由
の
国
へ
の
最
後
の
試
み
は
失
敗
し
た
。
彼
は
「
一
年
間
の
苦
し
い
努
力
の
全
く
空
し
か
っ
た
事
を
認
め
」
、
「
遂
に
ド
ン
底
に
務

ち
た
、
斯
う
い
ふ
言
葉
を
心
の
底
か
ら
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
っ
た
」
Q

（
弓
町
よ
り
）
し
か
し
以
上
の
よ
う
な
懐
疑
も
虚
無
も
自
己
分
裂
も

い
い
か
え
れ
ば
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
と
し
て
の
啄
木
が
墜
ち
て
ゆ
く
苦
し
み
に
他
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
意
義
の
あ
り
方
自
体
は
決
し
て
堕
落
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
自
己
喪
失
で
も
な
く
、
却
っ
て
目
ざ
め
た
彼
の
主
体
性
の
苦
し
み
に
他
な
ら
ぬ
事
は
い
う
ま
で
も
な

い
の
で
あ
る
。
「
蝋
は
減
り
つ
く
し
た
。
火
が
消
え
た
。

幾
十
日
の
間
黒
閣
の
中
に
体
を
段
げ
出
し
て
い
た
よ
う
な
状
態
が
す
ぎ
た
。

や
が
て

其
暗
の
中
に
自
分
の
眼
が
暗
さ
に
な
れ
て
来
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
や
う
な
状
態
も
過
ぎ
た
」
時
、

「
全
く
異
っ
た
心
持
か
ら
も
の
が
言

へ
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
」
。

（
弓
町
よ
り
）
だ
か
ら
以
上
の
よ
う
な
混
乱
の
苦
し
み
は
い
わ
ば
彼
が
前
期
的
な
天
才
主
義
的
個
人
主
義
か
ら
、

新
し
い
途
へ
出
発
す
る
た
め
の
転
換
脱
皮
を
果
た
す
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
其
処
を
経
過
し
て
、
芸
術
と
い
う
偶
像
や
詩
人
と
い
う
名
に
よ
る

イ
リ
ユ

l
ジ
ョ
ン
を
打
破
っ
て
、

ど
こ
ま
で
も
人
間
、

平
凡
な
る
目
覚
め
た
人
間
と
し
て
の
成
長
へ
の
彼
の
歩
み
が
ふ
み
出
さ
れ
る
事
に
な

る。
そ
う
し
た
彼
の
後
期
の
初
ま
り
の
直
接
的
動
機
と
な
っ
た
も
の
は
、
恐
ら
く
四
十
二
年
六
月
に
家
族
を
東
京
に
迎
え
た
事
で
あ
り
、

こ
れ
が

彼
の
生
活
上
の
責
任
感
と
生
理
上
の
安
定
が
彼
の
足
を
地
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
彼
の
ロ
ー
マ
字
日
記
が
六
月
ま
で
で
終

家
出
事
件
で
あ
る
。
こ
の
衝
動
は
極
め
て
大
き
く
、

っ
て
い
る
事
に
関
聯
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
現
実
的
な
態
度
を
一
層
明
確
に
な
ら
し
め
た
も
の
は
、
四
十
二
年
十
月
の
末
の
節
子
の

こ
こ
か
ら
彼
の
思
索
も
変
化
を
示
し
て
来
る
。
四
十
三
年
三
月
十
三
日
、
宮
崎
大
四
郎

宛
の
書
簡
の
中
で
彼
は
、

「
去
年
の
秋
の
末
に
打
撃
を
う
け
て
以
来
、
僕
の
思
想
は
急
激
に
変
佑
し
た
。
僕
の
心
は
隅
か
ら
隅
ま
で
も
と
の
僕

で
は
な
く
な
っ
た
様
に
思
は
れ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。
乙
の
四
十
二
年
十
月
か
ら
四
十
三
年
三
月
頃
ま
で
の
彼
の
生
活
上
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
身

心
両
面
の
生
活
の
統
一
と
徹
底
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
現
在
の
自
己
の
生
活
を
改
善
し
、
統
一
し
、
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
造
る

と
い
う
、
新
し
い
個
人
主
義
だ
と
彼
は
い
っ
て
い
る
。

（
四
三
、
て
九
、
大
島
経
男
宛
書
簡
）
彼
は
こ
の
書
簡
の
中
で
、
過
去
の
自
分
を
憐
れ
な



る
卑
怯
な
る
空
想
家
と
よ
び
、
自
己
の
反
抗
精
神
は
、
単
に
正
し
い
理
を
回
避
し
て
の
自
己
反
逆
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
反
省
し
、

こ
の
反
省
か

ら
単
ー
に
遠
い
理
想
の
み
を
追
わ
ず
に
、
自
己
の
現
在
の
生
活
を
直
視
す
る
と
共
に
、
人
聞
の
も
つ
可
能
性
を
信
頼
し
、
自
己
の
個
性
を
単
に
ギ

ブ
ン
フ
ァ
ク
ト
と
し
て
の
み
固
定
的
に
考
え
ず
、
自
己
完
成
の
た
め
に
努
力
す
る
事
に
よ
っ
て
、
不
満
足
だ
ら
け
の
現
在
の
日
本
を
も
、

こ
の

自
己
完
成
の
道
を
通
じ
て
の
、
日
本
人
及
び
日
本
人
の
生
活
の
改
善
の
努
力
に
よ
っ
て
救
っ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
・
も
っ
と
も

必
要
な
る
も
の
は
、
単
な
る
無
反
省
な
国
家
へ
の
反
感
で
な
く
、
人
間
の
理
性
の
権
威
の
尊
重
で
あ
る
と
い
う
。

七

こ
れ
ら
の
彼
の
心
境
は
、
多
分
に
人
生
観
で
あ
り
、
樗
牛
的
な
改
良
主
義
的
色
彩
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
こ
こ
に
は
、
従
来
彼

に
見
ら
れ
な
か
っ
た
健
康
さ
、
現
実
直
視
、
理
性
尊
重
、
国
家
社
会
へ
の
切
実
な
関
心
な
ど
が
見
ら
れ
て
来
る
。
そ
し
て
か
か
る
態
度
が
、
詩

に
つ
い
て
は
四
十
二
年
十
一
月
の
「
食
う
べ
き
詩
」
の
提
唱
と
な
り
、
社
会
時
評
と
し
て
は
四
十
二
年
十
月
の
「
百
回
通
信
」
や
、
四
十
三
年

二
月
の
「
性
急
な
る
思
想
」
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
食
ふ
べ
き
詩
」
と
は
両
足
を
地
面
に
く
っ
つ
け
て
歌
う
詩
、

実
人
生
と
何
等
間

隔
の
な
い
、
日
常
の
食
事
の
如
く
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
詩
で
あ
る
。
文
学
に
お
け
る
自
然
主
義
が
、
明
治
の
日
本
人
の
最
初
の
哲
学
の
加

芽
で
あ
る
と
す
る
彼
を
し
て
云
わ
し
な
れ
ば
、
食
ふ
べ
き
詩
と
は
亦
、
自
然
主
義
的
な
詩
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
主
張
に
お

い
て
、
詩
を
詩
人
と
い
う
特
種
な
階
級
の
手
か
ら
解
放
し
、
且
つ
そ
の
表
現
に
お
い
て
、
封
建
的
な
時
代
語
か
ら
解
故
し
て
口
語
に
よ
る
こ
と

を
主
張
す
る
。
か
か
る
主
張
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
第
一
に
は
彼
の
前
期
に
お
け
る
詩
人
と
し
て
の
誇
り
、
天
才

意
織
と
い
う
特
権
的
な
意
識
へ
の
深
い
反
省
が
あ
る
。

「
天
才
」
と
い
う
、
英
雄
主
義
的
意
識
は
彼
を
限
り
な
い
理
想
主
義
に
走
ら
せ
、
却
つ

て
現
実
生
活
か
ら
の
遊
離
と
生
活
の
破
綻
を
ひ
き
お
こ
し
、
彼
を
ド
ン
底
に
ま
で
堕
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
特
権
意
識
や
文
学
と
い
う
偶
像
こ

そ
、
却
っ
て
詩
を
現
実
か
ら
無
益
な
も
の
に
し
、
人
聞
の
現
実
の
切
実
な
且
つ
必
要
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
の
資
格
を
見

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）
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失
わ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
詩
に
お
い
て
時
代
語
が
用
い
ら
れ
、

口
語
詩
が
い
や
し
め
ら
れ
る
の
は
、
詩
が
現
実
か
ら
遊
離
し
て
、
特
殊
な

領
域
に
の
み
閉
じ
こ
も
る
と
こ
ろ
か
ら
来
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
現
実
的
に
自
己
の
判
断
を
自
己
の
責
任
に
お
い
て
表
現
（
実
践
）
す
る
に

当
っ
て
、

一
種
の
卑
怯
な
ゴ
マ
カ
シ
と
責
任
の
回
避
と
な
る
。
心
に
思
う
が
ま
ま
の
表
現
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
、
其
処
に
不
統
一
と
不
徹

底
が
あ
る
。

第
こ
に
は
当
時
の
自
然
主
義
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。

自
然
主
義
を
明
治
に
お
け
る
日
本
人
の
哲
学
的
思
索
の
蔚
芽
と
考
え
た
彼
と
し
て

は
、
そ
の
現
実
暴
露
に
よ
っ
て
政
治
や
社
会
の
不
合
理
に
対
す
る
抵
抗
精
神
の
表
現
と
し
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
自
然

主
議
文
学
の
中
に
は
、
そ
う
し
た
批
判
的
立
場
か
ら
逸
脱
し
た
無
反
省
な
デ
カ
ダ
ン
趣
味
が
多
く
、
乙
れ
に
対
し
て
彼
は
強
い
反
感
を
抱
き
つ

づ
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
デ
カ
ダ
ン
は
現
実
暴
露
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
前
記
の
よ
う
な
文
学
者
と
い
う
特
権
意
識
の
中
に
と
ぢ

こ
も
っ
た
、
卑
怯
な
無
責
任
の
態
度
か
ら
来
る
虚
偽
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
考
え
は
「
性
急
な
恩
組
」
の
中
に
も
説
か
れ

て
い
る
。

第
三
に
は
彼
自
身
の
生
活
の
統
一
と
徹
底
を
単
に
彼
自
身
の
も
の
と
の
み
考
え
ず
、
直
ち
に
日
本
人
全
体
の
も
の
と
考
え
る
立
場
が
作
用
し

て
い
る
。

「
我
々
の
要
求
す
る
詩
は
、
現
在
の
日
本
に
生
活
し
、
現
在
の
日
本
語
を
用
い
、
現
在
の
日
本
を
了
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
日
本
人

に
よ
っ
て
歌
は
れ
た
詩
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
彼
は
い
う
。

乙
の
時
の
彼
に
と
っ
て
、

「
一
切
の
文
芸
は
他
の
一
切
の
も
の
と
同
じ
く
、
我

等
に
と
っ
て
－
意
味
に
於
て
、
自
己
及
び
自
己
の
生
活
の
手
段
で
あ
り
、
方
法
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
、
人
間
完
成
の
た
め
の
、
民
族
の
成
長

の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
す
べ
て
の
文
佑
形
式
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ド
ン
底
生
活
に
身
を
お
き
、
文
学
者
と
し
て
の
特
権
意
識
か
ら
解
攻
さ
れ
、
亦
、
新
聞
記
者
と
し
て
の
政
治
経
済
社
会
へ
の
批
判

の
眼
が
と
い
さ
す
ま
主
れ
る
に
つ
れ
て
、
彼
に
は
一
国
民
と
し
て
日
本
人
及
び
日
本
国
へ
の
愛
情
が
次
第
に
昂
め
ら
れ
て
来
る
。
し
か
し
そ
の
愛

情
は
決
し
て
単
な
る
感
情
的
な
妥
協
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
そ
の
欠
陥
や
不
合
理
が
批
判
追
究
さ
れ
、
改
善
統
一
が
果
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で



あ
っ
て
、
国
民
た
る
も
の
は
そ
の
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
ぬ
も
の
と
レ
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
四
十
三
年
一
月
九
日
の
書
簡
の
中
で

度
立
、
1
1
 
「
既
に
我
々
は
我
々
の
現
在
の
い
か
な
る
状
態
に
あ
る
か
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
状
態
は
決
し
て
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
は
進
ん
で
こ
の
や
う
な
状
態
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
原
因
を
探
究
し
、
闇
明
し
、
而
し
て
更
に
創
造
者
の
如
、
き
勇
気
を
以
っ
て
、
現
在

の
生
活
ぞ
改
善
し
統
一
し
徹
底
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
」
と
い
う
。
か
か
る
傾
向
が
著
し
く
な
る
の
は
や
は
り
四
十
二
年

十
月
頃
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
彼
の
社
会
時
評
「
百
四
通
信
」
中
、
永
井
荷
風
の
著
書
に
対
す
る
発
売
禁
止
事
件
以
後
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
そ

の
表
面
上
の
理
由
は
、
そ
の
文
章
の
風
俗
壊
乱
の
た
め
と
さ
れ
る
が
、
日
露
戦
争
後
の
社
会
に
は
、
社
会
会
主
義
運
動
の
動
き
に
対
す
る
思
想

的
弾
圧
の
中
で
、
自
然
主
義
文
学
の
も
つ
抵
抗
は
亦
こ
の
社
会
主
義
思
想
の
外
廓
思
組
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
啄
木
も
い
う
よ
う

に
永
井
荷
風
の
事
件
は
、
同
時
に
そ
れ
が
非
愛
国
思
組
の
た
め
摘
発
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
啄
木
は
荷
風
の
「
新
帰
朝
者
の
日
記

」
に
対
し
て
、
同
感
の
点
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
非
常
な
る
嫌
悪
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
文
章
が
彼
に
と
っ
て
欧
米
心
酔
者
の
無
責
任

な
軽
べ
っ
と
瑚
笑
と
し
て
受
取
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
日
本
人
の
多
数
が
保
持
す
る
道
徳
形
式
に
満
足
す
る
能
は
ぎ
る
は
小
生
も
同
感
な
り

・
・
小
生
も
嘗
て
日
本
に
生
れ
た
る
を
以
っ
て
小
生
自
身
の
最
大
の
不
幸
な
り
と
思
惟
し
た
る
時
代
み
の
り
き
。
然
し
乍
ら
我
等
は
遂
に
日
本
人
な

り
・
・
漫
然
祖
国
を
罵
り
た
り
と
て
畢
覚
何
す
る
も
の
ぞ
。
小
生
は
日
本
の
現
状
に
満
足
せ
ず
、
と
同
時
に
浅
膚
軽
薄
な
る
、

い
わ
ゆ
る
非
愛
国

者
の
徒
に
も
加
担
す
る
能
わ
ず
候
。
在
来
の
倫
理
思
想
を
排
す
る
も
の
は
一
層
深
大
な
る
倫
理
思
想
を
有
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而

し
て
現
在
の
日
本
を
愛
す
る
能
わ
ざ
る
も
の
は
、
ま
た
更
に
一
層
真
に
日
本
を
愛
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
目
田
真
に
愛
す
る
能
は
ず
ん
ば

去
る
べ
き
の
み
、
真
面
目
に
思
想
す
る
も
の
に
と
り
で
は
実
に
死
活
の
問
題
た
り
。
既
に
去
る
能
は
ず
ん
ば
よ
ろ
し
く
先
づ
そ
の
国
を
改
善
す

べ
し
、
然
り
而
し
て
一
国
国
民
生
活
の
改
善
は
実
に
自
己
自
身
の
生
活
の
改
善
に
初
ま
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
。

彼
の
新
し
い
意
味
で
の
個
人
主
義
と
は
、

こ
う
し
た
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
露
戦
争
前
後
の
平
民
社
一
派
の
愛
国
心
の
問
題
に
も

通
じ
、
ま
た
、
改
良
主
義
的
な
点
か
ら
云
っ
て
、
万
朝
報
中
心
の
理
想
団
的
な
意
識
、
ま
た
は
堺
利
彦
の
主
張
の
線
に
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
つ

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）
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。

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
事
が
で
き
よ
う
。
と
に
か
く
啄
木
と
し
て
は
、

い
ま
や
国
家
権
力
と
個
人
と
の
関
連
の
仕
方
に
つ
い
て
、
真
剣
に

と
り
く
み
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
将
来
の
日
本
に
つ
な
が
る
個
人
の
、
全
責
任
に
お
い
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
な
の
で
あ
っ
た
。
四
十
二
年
十
二
月
の
評
論
「
き
れ
ぎ
れ
に
心
に
浮
ん
だ
感
じ
と
回
想
」
は
、
か
か
る
立
場
か
ら
の
多
方
面
に
亘
る
感
想
で

あ
る
。

「
国
家
！
国
家
！

国
家
と
い
ふ
問
題
は
今
の
一
部
の
人
達
の
考
へ
て
ゐ
る
や
う
に
そ
ん
な
軽
い
問
題
で
あ
ら
う
か
・
・
私
に
と
っ
て
は

国
家
に
つ
い
て
考
へ
る
事
は
同
時
に
日
本
に
居
る
べ
き
か
去
る
べ
き
か
と
い
ふ
事
を
考
へ
る
事
に
な
っ
て
来
た
。
凡
て
の
人
は
も
っ
と
突
込
ん

で
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
国
家
に
服
従
し
て
い
る
人
は
其
服
従
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
も
っ
と
突
込
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
従
来
の
国

家
思
想
に
つ
い
て
不
満
足
な
人
も
、
其
不
満
足
な
理
由
に
つ
い
て
も
っ
と
突
込
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

八

し
か
し
、

こ
う
し
た
彼
の
主
張
も
、
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
彼
自
身
の
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
そ
の
実
践
の
た

め
に
は
今
一
段
そ
の
飛
躍
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
彼
に
は
決
意
が
つ
き
か
ね
て
い
た
。
四
十
三
年
三
月
十
三
日
の
手
紙
の
中
で
、
彼

は
以
上
の
よ
う
な
生
活
の
統
一
に
つ
い
て
語
っ
た
後
、

「
僕
は
そ
の
た
め
に
努
め
た
。
随
分
勤
勉
に
努
め
た
。
そ
し
て
終
に
今
日
の
我
等
の
人

生
に
於
て
、
生
活
を
真
に
統
一
せ
ん
と
す
る
と
、
其
結
果
は
却
っ
て
生
活
の
破
壊
に
な
る
と
い
ふ
事
を
発
見
し
た
」
と
い
い
、
人
生
は
既
に
と

う
て
い
統
一
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
ほ
ど
複
雑
な
支
離
滅
裂
の
、
．
も
の
で
あ
り
、
生
活
自
体
が
ワ
ナ
で
あ
っ
て
、
所
詮
こ
こ
か
ら
の
が
れ
ら
れ
ぬ
と

悟
っ
た
時
、
捨
身
に
な
る
事
で
却
っ
て
強
く
な
っ
た
事
、
そ
し
て
こ
の
生
活
の
中
で
は
「
自
覚
的
な
二
重
生
活
」
、
自
己
一
人
の
生
活
と
家
族

や
社
交
関
係
の
生
活
を
区
別
し
、
生
活
の
ワ
ナ
に
か
か
っ
た
ふ
り
を
し
て
、
自
己
を
決
し
て
他
人
に
見
せ
ぬ
様
に
す
る
と
い
う
。
こ
の
心
境
の

意
味
は
明
確
で
な
い
が
、
恐
ら
く
家
族
制
度
・
社
会
制
度
及
び
政
治
経
済
等
の
、
既
成
の
制
度
か
ら
の
離
脱
が
考
え
ら
れ
な
が
ら
、
し
か
も
そ

の
自
己
の
基
礎
を
確
信
を
以
っ
て
表
白
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
月
十
三
日
の
書
簡
中
に
、

「
一
人
に
な
り
た



い
」
と
云
っ
て
お
り
、

「
こ
の
希
望
は
人
聞
の
抱
き
得
る
最
も
深
い
悲
し
い
希
望
で
あ
る
と
共
に
最
も
不
可
能
な
希
望
、
そ
し
て
全
人
類
の
負

う
て
ゐ
る
運
命
と
、
今
日
ま
で
作
り
来
っ
た
歴
史
と
を
根
抵
か
ら
覆
す
希
望
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
既
成
社
会
制
度
か

ら
の
離
脱
と
、
明
日
へ
の
社
会
制
度
へ
の
転
身
と
の
聞
に
お
か
れ
た
彼
の
孤
独
感
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。

そ
し
て
、

こ
の
六
月
十
三
日
の
手
紙
が
書
か
れ
た
こ
ろ
、
既
に
幸
徳
事
件
が
新
聞
紙
上
に
現
わ
れ
、
世
上
の
注
目
を
ひ
い
て
い
た
。
四
十
四

年

日
記
の
補
迭
と
し
て
記
さ
れ
た
四
十
三
年
中
の
重
要
記
事
の
中
に
、

「
六
月

l
幸
徳
秋
水
事
件
発
覚
し
、

予
の
思
畑
出
に
大
変
革
あ
り
た

り
」
と
い
い
、
更
に
「
思
想
上
に
於
て
重
な
る
年
な
り
き
。
予
は
こ
の
年
に
於
て
予
の
性
格
趣
味
傾
向
を
統
一
す
べ
き
一
鎖
舗
を
発
見
し
た

り
。
社
会
主
義
問
題
乙
れ
な
り
。
予
は
特
に
乙
の
問
題
に
つ
い
て
思
考
し
読
書
し
、
談
話
す
る
こ
る
多
か
り
き
」
と
い
う
。
こ
の
、
彼
の
生
括

統
一
の
鍵
が
社
会
主
義
に
見
出
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
六
月
以
後
の
事
と
考
え
ら
れ
、
四
十
二
年
十
月
以
後
の
生
活
の
統
一
後
、
四
十

三
年
の
「
自
覚
さ
れ
た
二
重
生
活
」
を
経
過
し
た
直
後
、
新
し
く
統
一
の
基
盤
が
社
会
主
義
に
求
め
ら
れ
た
と
見
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

四
十
二
年
十
月
の
生
活
統
一
主
義
時
代
に
も
、
新
し
い
個
人
主
義
と
併
行
し
て
、
北
海
道
以
来
の
社
会
主
義
に
つ
い
て
の
彼
の
理
解
は
、
次

第
に
深
ま
っ
て
い
た
事
は
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
百
回
通
信
の
中
で
、
英
国
の
社
会
政
策
的
予
算
の
通
過
に
関
し
て
、

「
世
に
は
社
会
主
義
と

さ
へ
云
へ
ば
、
直
ち
に
眉
を
ひ
そ
む
る
手
合
多
く
候
。
然
し
乍
ら
、
現
に
立
窟
政
体
が
国
民
の
権
利
を
認
容
し
た
る
以
上
、
」
其
政
策
が
国
民

の
幸
福
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
立
憲
国
政
治
家
は
、
社
会
主
義
思
想
の
実
行
可
能
の
部
分
を
実
行
に
移
す
こ
と
な
く
し
て
は
、
政
治
の
精
神

を
見
失
う
も
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
を
恐
怖
す
る
こ
と
は
、
二
十
世
紀
の
此
の
中
に
五
十
年
前
の
接
夷
論
を
く
り
か
え
す
如
く
に
愚
の
極
み
で

あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
当
時
提
出
中
の
工
場
法
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
何
ら
新
味
の
な
い
行
政
警
察
法
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
、
失
業
労
働
者

保
護
法
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
不
満
と
し
、
政
治
と
は
、
人
類
の
生
活
の
保
護
と
改
善
に
他
な
ら
ず
、

「
此
傾
向
を
最
も
端
的
に
代
表
す
る
者

は
、
善
意
に
所
調
社
会
主
義
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
世
文
明
の
思
潮
た
る
解
放
運
動
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
も
い
う
。
四
十
三
年
四
月
十

二
日
の
書
簡
で
、
彼
自
身
の
生
活
様
式
と
そ
の
性
格
が
労
働
者
と
同
じ
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
点
に
も
彼
の
意
識
の
あ
り
方
が
う
か
が
わ
れ

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）
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る
。
そ
し
て
こ
う
い
う
意
識
の
あ
り
方
と
前
述
の
「
生
活
の
統
一
」
の
問
題
と
が
、
幸
徳
秋
水
事
件
を
凝
視
す
る
事
に
よ
っ
て
、
彼
に
国
家
権

力
へ
の
批
判
を
強
め
さ
せ
、
彼
を
社
会
主
義
者
と
し
て
成
長
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。

こ
の
事
件
は
秋
水
が
六
月
一
日
に
拘
引
さ
れ
て
、
二
日
に
は
既
に
記
事
止
め
と
な
り
、
社
会
主
義
者
の
捕
縛
、
無
政
府
党
の
陰
謀
と
報
ぜ
ら

れ
、
そ
の
検
挙
さ
れ
た
者
の
名
は
報
ぜ
ら
れ
た
が
、

そ
の
事
件
の
性
質
が
ほ
ぼ
明
に
さ
れ
た
の
は
、
十
一
月
十
日
、
公
判
決
定
以
後
で
あ
る
。

啄
木
は
新
聞
記
者
と
し
て
そ
の
経
過
を
知
る
に
便
宜
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
詳
細
を
知
っ
た
の
は
四
十
四
年
一
月
三
日
、
こ
の
事
件
の
弁

護
人
平
出
修
よ
り
、
秋
水
の
陳
弁
書
を
借
り
て
よ
み
、

一
月
二
十
六
日
、
事
件
特
別
裁
判
一
件
書
類
を
読
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
事
件
判
決
は
既

に
一
月
十
九
日
、
死
刑
執
行
は
同
月
二
十
四
、
五
両
日
で
あ
っ
た
。

而
し
て
、

こ
の
経
過
の
中
で
彼
の
事
件
に
対
す
る
関
心
は
大
き
く
、
八
月
に
起
草
さ
れ
た
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」
は
、
前
述
の
「
性
急
な
る

思
想
」
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
明
確
に
国
家
の
強
権
と
個
人
の
立
場
に
つ
い
て
語
り
、

「
明
日
へ
の
考
察
」
と
い
う
副

題
が
つ
い
て
い
る
。
四
十
三
年
十
月
中
に
は
北
海
道
で
知
っ
た
西
川
光
二
郎
と
の
旧
交
を
温
め
、
社
会
主
義
に
関
す
る
文
献
を
よ
み
、
四
十
四

年
一
月
四
日
の
夜
に
は
、
幸
徳
の
獄
中
書
を
筆
写
し
、

こ
の
事
件
に
対
す
る
社
会
の
反
響
及
び
自
己
の
感
想
を
五
月
に
な
っ
て
ま
と
め
あ
げ

た
。
秋
水
が
無
政
府
主
義
者
で
あ
っ
た
関
係
上
啄
木
も
ク
ロ
ポ
ト
キ
レ
著
「
青
年
に
訴
ふ
」
や
、

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
自
伝
「
革
命
家
の
思
出
」
、

「
ロ
シ
ヤ
の
恐
怖
」
な
ど
を
読
ん
だ
り
筆
写
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
こ
ろ
既
に
彼
は
腹
膜
炎
に
擢
っ
て
お
り
、
四
十
四
年
二
月
四
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
入
院
、
限
院
の
後
も
病
状
は
肺
結
核
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
、
妻
節
子
や
母
も
亦
結
核
に
犯
さ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
状
態
に
陥
つ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

九

以
上
の
よ
う
な
現
実
の
中
で
、
彼
は
い
か
な
る
思
想
的
反
応
を
示
す
か
。

先
づ
彼
は
四
十
三
年
八
月
の
「
時
代
閉
塞
の
現
状

J
副
題
、

強



権
、
純
粋
自
然
主
義
の
最
後
及
び
明
日
へ
の
考
察
」
の
中
で
、
自
然
主
義
に
対
す
る
清
算
を
試
み
た
。
自
己
主
張
と
し
て
の
自
然
主
義
の
不
徹

底
を
反
省
し
、

自
然
主
義
の
名
に
よ
っ
て
抵
抗
を
試
み
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
国
家
権
力
と
個
人
と
の
関
係
を
、

更
に
徹
底
的
に
究
明

し
、
従
来
純
粋
自
然
主
議
的
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
来
た
観
照
的
な
態
度
を
す
て
て
、
自
己
主
張
の
欲
求
に
対
立
す
る
国
家
の
欲
求
の
実
態
を

見
極
め
よ
と
主
張
す
る
。
明
治
三
十
年
代
の
青
年
の
も
つ
デ
カ
ダ
ン
的
傾
向
や
内
面
的
苦
悩
や
理
組
の
喪
失
な
ど
、
す
べ
て
自
然
主
義
に
よ
っ

て
そ
れ
が
人
閣
の
現
実
の
姿
と
考
え
ら
れ
、
た
だ
そ
れ
だ
け
が
人
間
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
事
実
は
時
代
の
閉
塞
、
自
己
主

張
の
欲
求
を
圧
殺
す
る
強
権
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
青
年
た
ち
は
国
家
の
問
題
に
つ
い
て
、
父

兄
の
手
に
一
任
し
て
顧
な
い
。
こ
こ
に
啄
木
は
明
治
国
家
の
家
父
長
権
的
な
絶
対
主
義
国
家
機
構
を
か
ぎ
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
が
文
学
者

と
い
う
特
権
意
識
を
す
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
く
感
じ
取
ら
れ
、
幸
徳
事
件
の
経
過
の
中
で
具
体
性
を
得
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ー寸

我
々
青
年
を
囲
績
す
る
空
気
は
今
や
も
う
少
し
も
流
動
し
な
く
な
っ
た
。
強
権
の
勢
力
は
普
く
圏
内
に
行
亘
っ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
に
し
て

も
、
前
述
の
荷
風
の
著
書
の
発
禁
事
件
、
四
十
三
年
八
月
四
日
の
頃
の
、
文
部
省
及
内
務
省
の
訓
令
に
よ
る
、
全
国
学
校
職
員
生
徒
に
し
て
、

社
会
主
義
の
名
を
口
に
し
た
も
の
は
解
職
放
校
す
べ
し
と
い
う
事
実
、
更
に
九
月
六
日
に
記
さ
れ
た
、
事
件
以
後
毎
日
十
冊
前
後
の
書
籍
が
発

禁
と
な
り
、
全
国
の
書
店
が
臨
検
を
う
け
「
社
会
」
の
名
8
え
あ
れ
ば
「
島
虫
社
会
」
の
名
の
雑
誌
ま
で
押
え
ら
れ
る
と
い
う
空
気
の
中
で
吐

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
う
し
た
時
代
の
閉
塞
に
対
し
て
彼
は
今
や
敵
の
存
在
を
明
確
に
意
識
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
乙
れ
に
対
し
て
宣
戦

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
自
然
主
義
を
す
て
、
盲
目
的
自
己
反
逆
と
元
禄
時
代
へ
の
回
顧
を
す
て
、
明
日
へ
の
組
織
の
考
察
の
た
め
に
立
ち
上
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
彼
は
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
日
記
に
お
い
て
は
、
四
十
三
年
中
は
詳
細
な
記
録
が
欠
け
て
い
る
が
、
四
十
四
年
に
入
っ
て
、

一
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
平
出

修
か
ら
借
り
た
幸
徳
の
陳
弁
書
を
読
み
、
こ
れ
を
書
写
し
、
幸
徳
の
無
罪
を
信
じ
て
、
西
郷
に
も
似
た
犠
牲
的
立
場
に
同
情
し
た
。

に
は
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
「
青
年
に
訴
ふ
」
を
読
ん
で
う
た
れ
、
翌
日
社
会
主
義
者
丸
谷
に
会
っ
て
「
平
民
の
中
へ
ゆ
き
た
い
」
と
語
り
、
翌
十

一
月
十
日

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）
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明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
象
前
）

一
一
四

二
日
詩
作
の
上
で
同
傾
向
の
土
岐
哀
果
と
面
会
の
約
束
を
し
、
翌
日
対
面
の
席
上
、
「
樹
木
と
果
実
」
と
い
う
雑
誌
を
出
版
す
る
事
を
約
し
た
。

書
簡
に
於
て
は
、
四
十
三
年
十
月
頃
は
男
子
の
誕
生
と
死
亡
、

「
一
握
の
砂
」
の
発
刊
に
悲
し
み
と
よ
ろ
こ
び
が
重
な
っ
て
い
る
が
、
十
一
月

二
十
九
日
に
は
、
友
人
の
藤
孫
平
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
、
社
会
主
義
に
対
す
る
感
想
を
求
め
、
十
二
月
二
十
一
日
の
宮
崎
宛
で
は
書
き
た
い

著
述
と
し
て
、
現
代
の
社
会
組
織
、
政
治
組
織
、

家
族
制
度
、

教
育
制
度
を
え
ぐ
る
よ
う
に
批
判
し
、

現
実
主
義
者
、

保
守
思
想
家
に
対
し

て、

明
日
の
問
題
を
提
起
し
た
い
と
い
い
、

ま
た
、

第
二
十
七
議
会
と
い
う
題
の
下
で
普
選
に
よ
る
議
会
政
治
の
改
革
を
主
張
し
た
い
と
い

ぅ
。
更
に
十
二
月
三
十
日
、
経
済
上
の
援
助
を
’
つ
け
て
い
る
宮
崎
に
対
し
て
会
計
報
告
を
し
た
後
、

「
君
は
僕
の
歌
集
の
評
の
申
に
、
社
会
主

議
は
夢
だ
と
書
い
で
あ
っ
た
が
、
少
く
と
も
僕
に
と
っ
て
は
、
社
会
主
義
は
夢
で
は
な
い
。
必
然
の
要
求
で
あ
る
」
と
い
い
、
養
老
資
金
の
必

要
を
い
っ
て
い
る
。
四
十
円
の
収
入
で
夫
婦
不
足
な
く
暮
す
田
舎
の
生
活
を
、
四
十
三
円
の
収
入
で
五
人
暮
し
の
彼
の
ド
ン
底
生
活
に
比
べ
た

上
で
、
老
人
ニ
人
の
負
担
を
社
会
主
義
的
に
解
決
す
る
必
要
を
語
っ
て
い
る
。
其
処
に
彼
の
生
活
に
対
す
る
不
安
が
恐
怖
に
ま
で
至
っ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
月
九
日
の
瀬
川
深
宛
で
は
、

こ
の
年
ょ
っ
た
両
親
に
、

一
日
で
も
い
い
か
ら
楽
を
さ
せ
た
い
と
い
っ
て
、
現
在
の

社
会
経
済
組
識
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
事
、
長
い
間
自
分
を
社
会
主
義
者
と
呼
ぶ
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
が
、
今
で
は
も
う
た
め

ら
わ
ぬ
と
い
っ
て
い
る
。

。

と
こ
ろ
で
彼
は
い
か
な
る
内
容
を
社
会
主
識
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
大
逆
事
件
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
全
く
弁
護
の
余

地
な
き
も
の
の
み
な
ら
ず
、
国
民
と
し
て
は
余
り
に
破
倫
無
道
の
挙
」
と
し
、
客
観
的
に
見
て
ほ
と
ん
ど
常
識
を
失
し
た
る
狂
暴
の
沙
汰
で
あ

り
、
何
等
同
情
あ
る
べ
か
ら
ず
と
い
っ
て
い
る
。
（
無
題
）
し
か
し
一
面
、

一
月
十
八
日
特
別
裁
判
宣
告
の
目
、

二
十
四
人
の
死
刑
の
宣
告
の

判
決
を
知
っ
て
家
に
帰
り
、
「
日
本
は
駄
目
だ
」
と
考
え
、
十
九
日
国
民
新
聞
を
よ
み
な
が
ら
涙
を
流
し
て
、
「
畜
生
、
駄
目
だ
」
と
叫
ん
で
い



る
。
そ
し
て
こ
の
事
件
の
関
係
書
類
を
読
ん
だ
り
、
整
理
し
た
り
し
て
、
二
月
十
三
日
、
社
会
主
義
者
丸
谷
と
談
話
中
「
我
々
は
も
う
決
心
し

て
も
よ
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
彼
は
平
出
を
通
じ
て
こ
の
事
件
の
内
容
を
他
の
人
よ
り
正
確
に
知
り
得
た
。
そ
の
結
果
「
あ
の
事
件
は
少
く
と

も
二
つ
の
事
件
を
一
所
に
し
て
あ
り
ま
す
。
宵
下
太
吉
を
首
領
と
す
る
管
野
、
新
村
忠
雄
、
古
河
力
作
の
四
人
だ
け
は
明
白
に
七
十
三
条
の
界

に
当
っ
て
い
ま
す
が
自
余
の
者
の
企
て
は
そ
の
性
質
に
お
い
て
騒
擾
罪
で
あ
り
、
然
も
そ
れ
が
意
志
の
発
動
だ
け
で
予
備
行
為
に
入
っ
て
ゐ
な

い
か
ら
、
ま
だ
犯
罪
を
構
成
し
て
ゐ
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
両
事
件
の
聞
に
は
何
等
正
確
な
る
連
絡
の
証
拠
が
な
い
の
で
す
」
と
、
二
月

六
日
、
大
島
経
男
宛
に
云
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
彼
の
判
断
に
は
平
出
の
解
釈
が
入
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
啄
木
は
秋
水
の
い
わ
ゆ
る
直

接
行
動
な
る
も
の
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
で
は
な
く
、
ゼ
ネ
ス
ト
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
事
も
、
秋
水
の
獄
中
手
記
に
よ
っ
て
知
り
、
秋

水
が
こ
の
事
件
に
直
接
的
に
は
無
関
係
で
あ
る
と
伝
じ
た
。
し
か
る
に
「
国
民
の
多
数
は
勿
論
、
警
察
官
も
裁
判
官
も
新
聞
記
者
も
国
会
議
員

も
、
社
会
主
義
と
無
政
府
主
義
の
区
別
す
ら
知
ら
ず
、
」

予
審
判
決
書
に
す
ら
そ
の
無
智
が
一
店
さ
れ
、
社
会
主
義
の
硬
派
を
暴
力
主
義
暗
殺
主

義
と
理
解
し
、
無
政
府
主
義
者
で
あ
る
幸
徳
の
東
京
の
一
時
占
領
の
計
両
と
、
宮
下
ら
四
人
の
天
皇
暗
殺
の
事
件
と
、
別
に
一
人
の
皇
太
子
暗

殺
事
件
と
が
一
丸
と
さ
れ
、
園
内
の
無
政
府
主
義
撲
滅
が
謀
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
点
に
、
彼
は
憤
り
を
祭
じ
得
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ

の
立
憲
国
と
し
て
の
恥
ず
べ
き
行
為
に
対
し
て
の
欧
米
新
聞
・
諸
団
体
の
抗
議
の
前
に
、
外
務
省
や
内
務
省
を
通
じ
て
海
外
新
聞
紙
上
に
、
判

決
以
前
既
に
有
罪
決
定
の
形
で
こ
の
事
件
の
内
容
が
発
表
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
日
本
政
府
の
卑
屈
さ
、
裁
判
手
続
の
不
正
、
政
府
の
一
切

の
新
思
想
に
対
す
る
圧
迫
等
、
す
べ
て
こ
の
事
件
を
め
ぐ
る
附
帯
現
象
ぞ
通
じ
て
、
日
本
の
現
状
及
び
政
治
権
力
に
対
し
て
憤
り
と
失
望
を
感

ぜ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
の
中
に
ひ
そ
め
ら
れ
た
反
抗
の
精
神
は
、
今
や
こ
の
国
家
の
強
権
の
前
に
「
社
会
革
命
家
」
と
し
て
成
長
せ
ざ
る

を
得
ず
、

そ
の
実
践
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
「
樹
木
と
果
実
」
の
計
画
で
あ
っ
た
。
四
十
四
年
一
月
二
十
二
日
、
平
出
に
対
し
て
彼

は
こ
の
社
会
の
現
状
を
の
べ
た
後
に
、

こ
の
雑
誌
の
性
質
に
つ
い
て
、

「
僕
は
長
い
間
、

一
院
主
義
、
普
選
主
義
、
国
際
平
和
の
雑
誌
を
出
し

た
い
と
空
想
し
て
ゐ
ま
し
た
」
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
は
現
在
の
軍
政
政
府
下
で
は
不
可
能
な
る
故
、

「
時
代
進
展
の
思
担
を
今
後
我
々
が
、

明
治
に
お
け
る
国
家
と
例
人
（
承
前
）

一
一
五



明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
（
承
前
）

一
一
六

或
は
叉
他
の
人
が
唱
え
る
時
、
そ
れ
を
す
ぐ
う
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
青
年
を
、
百
人
で
も
二
百
人
で
も
養
っ
て
置
く
」
と
い
う
目

的
で
こ
の
雑
誌
を
つ
く
り
、
や
が
て
は
こ
の
雑
誌
が
社
会
主
義
の
曙
光
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
二
月
六
日
の
大
島

宛
の
手
紙
は
今
少
し
は
っ
き
り
と
、
「
次
の
時
代
、
新
し
い
社
会
と
い
う
も
の
に
対
す
る
青
年
の
思
想
を
煽
動
」
す
る
の
が
こ
の
雑
誌
の
目
的

で
あ
り
、
発
禁
に
な
ら
ぬ
程
度
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
マ
ッ
チ
を
擦
っ
て
青
年
の
燃
え
や
す
い
心
に
投
げ
て
や
ろ
う
と
い
う
の
で
す
と
も
い
っ
て

い
る
。
そ
し
て
二
三
年
後
に
は
政
治
雑
誌
に
し
て
、

一
方
何
ら
か
の
実
行
運
動
、
普
選
運
動
、
婦
人
開
題
、

ロ
ー
マ
字
普
及
、
封
働
組
合
も
は

じ
め
た
い
と
思
う
と
い
う
。

こ
の
計
画
は
四
十
四
年
二
月
以
後
の
、
彼
の
入
院
生
活
と
、
土
岐
哀
果
と
の
合
議
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
自
宅

で
病
床
に
あ
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
計
画
と
思
索
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
五
月
七
日
の
日
記
に
は
言
論
の
自
由
の
な
い
日
本
に
於
て
、
新
道
徳
の
基

礎
と
し
て
「
理
性
主
義
」
と
い
う
名
の
下
に
道
徳
運
動
を
お
こ
す
こ
と
、
或
は
岩
手
に
帰
っ
て
「
農
民
の
友
」
と
い
う
週
刊
新
聞
を
お
こ
す
事

な
ど
も
考
え
、

こ
の
間
、
平
民
新
聞
や
社
会
主
義
文
献
を
よ
み
、
六
月
十
五
日
か
ら
「
呼
子
と
口
笛
」
の
一
群
の
長
詩
を
書
い
て
い
る
。

て
し
な
き
議
論
の
後
」
に
は
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
悩
み
と
、
彼
の
人
民
主
義
の
志
向
が
叫
ば
れ
、

ー寸

は

「
コ
コ
ア
の
一
也
」
に
は
言
葉
と
行
と

の
、
わ
か
ち
が
た
い
行
動
主
義
に
立
上
り
、
わ
れ
と
わ
が
体
を
敵
に
投
げ
つ
け
る
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
真
剣
な
熱
心
な
悲
し
み
に
共
感
を
示
し
、

「
激
論
」
に
は
社
会
主
義
の
理
論
と
実
行
と
の
対
立
を
、
亦
、
「
墓
碑
銘
」
に
は
一
人
の
主
誌
に
忠
実
な
機
械
工
の
、
尊
敬
す
べ
き
姿
を
描
く
な

ど
、
当
時
の
彼
の
社
会
主
義
に
対
す
る
種
々
の
角
・
度
か
ら
の
心
情
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
心
境
で
彼
は
四
十
五
年
四
月
十
三
日
、
二

十
人
才
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
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The State and the lndividual in the Er~ of Meiji 

Y. Nishio 

Takuboku Ishikawa is not only a poet but also a thinker 

who devoted his life to the establishment of individualism. He 

is a follower of Tokoku Kitamura and Chogyu Takayama in his 

thought. He advocated Idealism and Romanticism in his former 

life. He strongly criticized ancient regime and old habits of life 

from that point of view. From the Russo-Japanese War he expe­

cted· not a military -victory but a chance for the rise of national 
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culture. But he lived in straitened circumstances. He taught in 

an elementary school, was a journalist and went to Hokkaido 

to live on ten yen a month. Ho always tried a small revolution 

to his circumstances. He gradually approached socialism. His 

way from individvalism to socialism was full of contradictions. 

He could not help thinking that socialism was the best way for 

resisisting the strong political power of the Meiji Govern-ment 

which oppressed national life. The Kotoku Shusui affair caused 

him to make up his mind. He died at 28 dreaming new plans 

for future Japan. 
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